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研究成果の概要（和文）：本研究では、基礎的な調査に基づいて教材を開発し、教材を利用したユーザ（教員および学
生）からのフィードバックを得て、開発した教材の改善を行った。このように開発で終わるのではなく、「循環的」な
教材開発を行った点が特徴である。作成した教材は、主に初年次教育において利用できる「情報」教育と「英語」教育
に関するものである。両者ともに、オープンソースであるMoodle上で利用できることを前提とした開発を行った。また
「英語」教材として開発したアニメ教材Culture Swapはテキストや関連音声教材なども整備し、無料でオンラインに公
開しており、全国の高等教育機関において利用可能である。

研究成果の概要（英文）：In this study, we developed English and IT e-learning materials based on our 
preliminary studies, and improved them based on the feedback from the users; teachers and students. Both 
of the materials can be used on Moodle, one of the open-source course management systems. As for the 
English materials, we developed animated video clips called “Culture Swap” with textbooks and 
supplementary audio materials, which are available online for free.
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 日本 e ラーニングコンソシアムが 2007 年
に日本の高等教育機関を対象に行った調査 
(有効回答数 910) によれば、ICT を活用した
教育を導入している機関は 690 (75.8%)、e
ラーニングを実施している機関は 465 
(51.1%) であった。その後、e ラーニングを
導入する大学は増加したものの、それらの取
り組みの多くはコンテンツの作成あるいは
システムを開発することに焦点を当ててお
り、学習効果を検証したり、システムの使い
やすさを調査したりすることにはあまり注
意が払われてこなかった。また同調査によれ
ばせっかく e ラーニングを利用できる環境を
整備したとしても、環境を整える側である教
員が e ラーニングの導入に消極的あるいは否
定的であるという構図が明らかになってい
る。 
 研究代表者の勤務校においても研究開始
以前より商用の e ラーニングシステムを導入
していたが、残念なことにその利用実績は芳
しくなかった。また 2007 年度から「学士力
の保証」を目的とした科目群が導入され、「e 
ラーニング英語」(2011 年度より「英語 I/II」
に変更)や「情報処理入門」などコンピュータ
を利用した教育の必要性が高まってきてい
た。しかしながら当時、一部の教職員を除き
e ラーニングに対する意識はあまり高いもの
ではなかった。 
 そこで、研究代表者を中心としたメンバー
で、2010 年度から学習管理システム (LMS) 
である Moodle を導入し、教職員が授業で活
用できる環境を整えた。さらに e ラーニング
システムの利用推進および学習効果の測定
を行うために有志教職員でプロジェクトを
立ち上げ、2009 年から定期的にミーティン
グを行ってきた。その成果として、FD 研修
会や学内外の教職員を対象に Moodle 利用ワ
ークショップを開催してきた。さらに 学内
Moodle のコース上に教職員向けのコミュニ
ティーを作成し情報を継続して発信し続け
るとともに、Moodle 利用のための マニュア
ルを作成し配布するなどの活動を行ってき
た。  
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は初年次教育において活用
できる e ラーニング教材の開発を行い、その
学習効果を定量的および定性的分析に基づ
いて改善していくとともに、学習者および教
職員が快適に利用できる e ラーニング・コミ
ュニティーを構築することである。具体的に
は（1）初年次教育、主に「情報」、「英語」
関連科目で利用できる教材を開発し、その学
習効果に関するデータを収集し分析する、 
（2）質問紙等を利用して構築した e ラーニ
ング環境を実際に利用したユーザからの意
見を聴取し、より使いやすい e ラーニング・
コミュニティーの構築へとつなげる、ことを
目的とする。  

 
３．研究の方法 
 本研究においては、まず 1 年目に「情報」
および「英語」教育教材開発に必要な資料を
収集するとともに予備調査を行い、その結果
をまとめることとした。そして 2 年目におい
てはそれらの教材を開発し、その効果を検
証・分析することにした。そして 3 年目にお
いては分析の結果に基づき、教材の改善を行
うこととした。 
 研究を進めるにあたって、初年次教育に限
らず本研究に関連が深いと考えられる 2年生
以上の科目を対象とした調査も実施し、その
成果を参考にした。Moodle 利用とその学習
効果については、複数教員が協力して、分野
および授業運営形態の異なる科目でデータ
収集し、分析を行った。 
 また、ICT を活用した教育を広くとらえる
と、様々な形態での教育が考えられる。たと
えば、遠隔拠点をネットワークで結び同時開
講する科目もある。これらの科目における学
習者の授業に対する評価を分析し、継続的改
善を行う中で得られた知見の整理を行うな
ども、研究期間内に実施してきた。 
 
 
４．研究成果 
 本研究の成果は主に教材の開発とその検
証および改善である。 
 
(1) 教材開発に至るまで 
 本研究を開始する前に、既に研究メンバー
は基礎的な開発および調査を行っていた。ま
ず「情報」教育においては、レポート課題の
回収や授業アンケートの実施を目的とした
授業支援型システムの開発を行ってきた。調
査では、学生の理解度やタイピング能力を測
定した。学生の理解度がコンピュータ操作の
習熟に関連しており、初年次教育では技能の
向上にあわせて知識を深める学習が有効で
あると推察された。また授業担当教員への聞
き取り調査から、知識の定着を把握すること
が求められていることがわかった。 
 次に「英語」教育においては、大学 1 年生
を対象に 2010 年度と 2011 年度に英検
Can-Do リストを利用した自信度調査を行い、
学生の自信度と英語外部試験 TOEIC との関
連を探る調査を行った。この調査は英語試験
のスコアだけではなく、その他の尺度を利用
して学習者の英語力を包括的に評価するこ
とを目指して行ったものであった。その結果、
TOEIC スコアと Can-Do 項目の間には相関
が見られたため、この調査の結果を教材開発
の基礎とすることにした。 
 
(2) 教材開発 
 (1)の基礎的な調査に基づいて、2012 年度
には実際の教材開発に取り組んだ。具体的に
は特定の e ラーニングシステムに制限されず
汎用的に利用できることを重視して、オープ



ンソースであり無料で入手できる Moodle 上
で利用できる教材とすることにした。 
 まず「情報」教育であるが、初年次情報教
育はソフトウェア操作の指導が中心となっ
ており、限られた時間で知識の学習を進める
こと、加えて授業時間外の学習を促進できる
ことが望ましい。そこで 2012 年度は資格取
得をめざす科目を対象にソフトウェア活用
知識に関する小テスト形式の知識演習問題
を作成した。これは資格試験において活用で
きるリソースをデータとして入力したもの
である。種目は文書編集、表計算、プレゼン
テーションであり、作業環境の設定、書式設
定、図形処理のようにテーマ別に分類して問
題集を電子化した。2013 年度は入門科目を
対象に情報リテラシーの基礎知識定着を把
握する小テスト形式の教材を作成した。この
科目で使用するサブテキストの内容をもと
に、ハードウェア、ソフトウェア、情報の表
現、ネットワークのしくみ、情報倫理など 10
領域について問題を作成した。また学習効果
を確認する目的で教材の設問から抽出して
知識確認テストを作成した。 
 次に「英語」教育教材については 2010、
2011 年度に行った自信度調査を基に、学習者
が苦手と感じる項目を 4技能ごとにリーディ
ング 6 項目、リスニング 7 項目、スピーキン
グ 3 項目、ライティング 5 項目の計 21 項目
を抽出し、教材に取り入れることにした。
2012 年度は項目をもとにスクリプトおよび
キャラクターデザインを英語母語話者 2名の
協力を得て完成し、2013 年度に 15 エピソー
ドからなる英語アニメ教材 Culture Swap を
完成させた。この教材をオンラインで無料公
開するとともに、試験的な利用を開始した。 
 
(3) 教材の検証および改善 
 本研究の最終年度である 2014 年度は作成
した教材の検証を行った。まず「情報」教育
であるが、知識演習問題の検証は、資格試験
合格者群と合格者を除く履修者群で得点や
アクセス数の比較を行った。得点は合格者群
が履修者群より高く、一部の種目は有意差が
認められた。アクセス数についても合格者群
が多く、知識演習問題に 10 回以上アクセス
する学習者の数は合格者群が履修者群より
も多かった。資格試験合格者の半数以上がこ
の教材を使用しており、知識領域の実力向上
に有効であることが推察される。 
 情報リテラシーの小テスト教材の検証に
は、知識確認テストを学期前後に実施し、得
点を比較した。入門科目では学期末の得点が
有意に高かった。資格取得をめざす科目では
学期末の得点が高かった。科目間で学期末の
得点を比較したが差は認められなかった。入
門科目で教材による肯定的な効果が示唆さ
れる。また発展的な科目である資格取得をめ
ざす科目で得点の低下がみられなかったこ
とから、情報リテラシーの基礎知識が定着し
ていることが推察される。 

 以上の結果に基づいて、知識演習問題の教
材は上位資格をめざす学習者の利用を増や
し、教材へのアクセス数を増加させることを
ねらい、上位級の問題を追加した。情報リテ
ラシーの小テスト教材については、設問の正
解率を分析し難易度を適切にするよう問題
の修正を行った。 
 次に「英語」教育においては、初年次英語
クラスで教材を利用し、Can-Do 自信度調査、
教材アンケート、アクセスログ分析の 3 つの
視点からその効果を検証した。その結果、自
信度に関しては自信度が向上した項目があ
る一方で、向上しないものもあった。次に教
材アンケートにおいては、多くの学生が英語
力の向上や異文化理解などの項目において
好意的な反応を示していた。そしてアクセス
ログにおいては、授業外学習の効果が多少見
られたものの、その結果には個人差が見られ
た。また教材を利用する教員からの聞き取り
の結果、「教材はアニメだけであり使いづら
い」との声があったため、アニメにおける軽
微な修正を行うとともに、テキスト（教員
用・学生用）および補助教材（関連サイトの
紹介、リスニング活動）を整備し、2014 年
度末に一般公開した。 
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